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ディプロマ・ポリシー 
人間発達学部・子ども教育学科 

子ども教育学科は、｢道徳心を持ち、豊かな人間力と実践力のある人間を育成するとともに、変動する

社会の中で、求められる支援を幅広く高度に実践できる柔軟な専門性を有する人間発達の専門家

（子どものスペシャリスト）を育成する｣という教育目標に沿って、知識・技能を習得し、地域社会に貢

献できる資質・能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して卒業を認定し、学士（教育学）の

学位を授与します。卒業までに身につけるべき資質・能力は以下に示します。 

 

1．知識・理解を応用し活用する能力 

（1）保育・教育や子どもの発達に関する知識・技能を修得し、実践や理論を踏まえ、子どもと家族や

同僚等に対して、適切で効果的な援助・支援を展開できる能力 

（2）現代の子どもや家族などがおかれた状況や社会的背景を深く理解し、子どもが持続可能な社

会で健康に育つためのケアや学びを支えることができる能力 

２. 汎用的技能を応用し活用する能力 

（1）子どもの育ちを取り巻く社会や自然環境、健康などの状況を深く理解し、そこに発生する課題を

自ら的確に把握し、協働して解決する能力 

（2）獲得した知識や技能を基盤として、必要な情報を的確に収集し、数理的・論理的に判断すること

ができる能力 

３．人間力、社会性、国際性の涵養 

（1）同僚や保護者・地域の人々とともに、子どもが健康で、情操豊かに育ち、次代を担っていくこと

ができるように連携・協働できる能力 

（2）地域社会の中で、子どもを取り巻く状況や支援を改善していくために、高い専門性を有し、中核

的な役割を果たすことができる能力 

 

  


